
KRYNA　インシュレーター
D-PROP series

＜ D-PROP 断面図 ＞

～スパイク＋受け皿一体構造のプロップ型インシュレーター～

数あるインシュレータの中でも、異色といえるのがKRYNAのD-PROP（ディープロップ）シリーズです。
普通はスパイクと受け皿（カップ）が別ピースになっていて、セッティングにも神経を使いますが、
KRYNAのD-PROPシリーズは全く違います。ご覧のようなシンプルにして精度の高い、
プロップ型の一体構造となっているのです。 

近畿大学工学部 機械工学化の西村公伸教授と伊奈龍慶（KRYNA代表）による特許技術「振動防止装置」をベースに
開発されたこのD-PROPは、振動を一方通行に伝えるスパイクの特徴を活かしたメカニックダイオード構造を軸に
真鍮製のボディに2段重ねのスパイクを封入したダブルスパイク構造で、
カップとスパイクの隙間に特殊な液体を満たしインシュレーション効果を飛躍的に高めました。
とりわけ、音を濁らせる要因とされる微振動や高調波歪みの処理に有効です。

プレーヤーなどの機器類は内部振動によって、本来の音楽信号が歪められています。
その歪みを減らすためにインシュレーターを使用しますが通常のスパイクのみを使用した場合には、
完全には処理出来ない微細な振動や外部からの振動の戻り、接点部をはじめとしたスパイク自体の鳴きといった問題が残
り、完璧ではありません。D-PROPの密封型ダブルスパイク構造では、
使いやすさや安定性を犠牲にする事無く実現した２段のスパイクの効果によって
通常の１段のスパイクでは不可能だった、圧倒的なレベルの振動処理を可能にしています。

～実測データで証明されたD-PROPの優秀性～

D-PROPの優秀性は学会レベルの優秀な発明であることが証明されています。
これは実測データによっても裏づけられており、スピーカにおける実験例ですが
直接設置した場合と、ダブルスパイクで受けた場合とでは高調波の振動レベルにハッキリとした差が確認できます。
それも2次、3次、4次…と、高次の高調波成分まで有効に処理することができるため
音の濁りやざらざらした雑味感、不用なカラーレーション（色づけ）がすっきりと除去され、
本来のサウンドが生き生きと再現されます。
プレーヤーやアンプはもとより、映像機器でもめざましい効果が期待できるのです。

スパイクでありながら、ラックなどに刺さることもなく簡単に機器を支えることができる
D-PROPシリーズは、耳からウロコの驚異的なクオリティの高さと使いやすさで一石二鳥！
あなたの愛機の性能を限界まで引き出す最終アイテムといえるでしう。

（ディープロップシリーズ）


